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序

明
清
時
代
に
お
け
る
中
国
と
朝
鮮
国
と
の
関
係
を
考
え
る
場
合
の
基
本
は
、
『大
明
会
典
』
『大
清
会
典
』
に
見
え
る
朝
貢
規
定
で

あ
ろ
う
。
万
暦

『大
明
会
典
」
で
は
国
別
に
関
係
す
る
事
項
が
列
記
さ
れ
る
形
式
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
康
黒

・
充
正

『大
清
会

典
』
に
お
い
て
も
そ
の
形
式
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
乾
隆

『大
清
会
典
』
は
記
述
形
式
が

一
変
し
、
新
し
く
編
纂
さ
れ
た
乾
隆

『大
清
会
典
事
例
』
に
朝
貢
関
係
の
記
述
が

詳
細
に
収
録
さ
れ
、
勅
封
、
貢
期
、
貢
道
、
貢
物
、
朝
儀
、
賜
予
、
迎
送
、
市
易
、
鋼
岬
、
抵
救
、
従
人
、
官
生
鋒
業
、
館
舎
、
象

訳
の
一
四
項
目
に
細
分
化
さ
れ
た
。
同
じ
く

一
四
項
目
に
分
け
ら
れ
て
い
る
の
が
嘉
慶

『大
清
会
典
事
例
」
で
あ
り
、
そ
の
方
針
が

よ
り
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
嘉
慶

『大
清
会
典
事
例
」
に
お
い
て
は
巻
三
九
二
よ
り
巻
四
〇

一
ま
で
の

一
〇
巻
が
礼
部
、

朝
貢
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
右
と
同
じ

一
四
項
目
に
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。
朝
貢
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
が
こ
れ
で
包
括
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
方
針
は
光
緒

『大
清
会
典
事
例
」
に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
の
う
ち
、
具
体
的
に
両
国
の
人
と
人
と
の
交
流
と
い
，
視
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
い
つ
接
触
が
行
わ
れ
た
の
か
が

最
初
に
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
ろ
う
。

中
国
と
朝
鮮
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
万
暦

『大
明
会
典
』
巻

一
〇
五
、
朝
鮮
国
の
条
に
、

永
楽
初
、
賜
印
詰
、
自
後
毎
歳
聖
節

・
正
旦
嚇
勁
朴
許
露
控
彗
｝

皇
太
子
千
秋
節
、
皆
遣
使
奉
表
朝
賀
貢
方
物
。

と
あ
り
、
朝
鮮
国
は
、
中
華
皇
帝
の
誕
生
日
、
元
旦
、
皇
太
子
の
誕
生
日
と

一
年
に
三
度
の
使
節
を
派
遣
す
る
規
定
で
あ
っ
た
。
こ

の
う
ち
、
嘉
靖
十
年

（
一
≡
二
こ

以
降
は
元
旦
の
使
節
は
冬
至
節
に
変
更
さ
れ
る
が
、
朝
鮮
国
は
中
国
に
姑
し
て

一
年
に
三
度
の

使
節
派
遣
が
基
本
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ



そ
れ
が
清
代
に
な
る
と
、
嘉
慶

『大
清
会
典
』
巻
三

一
、
礼
部
、
凡
入
貢
各
定
其
期
の
条
に
よ
れ
ば
朝
鮮
国
の
場
合
、　
一
年
に
四

回
の
朝
貢
が
認
め
ら
れ
、
琉
球
や
越
南
の
二
年

一
貢
に
比
較
し
て
も
特
別
扱
い
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

明
清
時
代
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
国
の
中
国
へ
の
定
期
的
な
使
節
派
遣
が
基
本
的
な
交
流
の
形
式
で
あ
っ
た
。
こ
の
定
期
的
な
使
節

の
派
遣
は
万
暦

『大
明
会
典
』
巻

一
〇
五
、
礼
部
六
三
、
朝
鮮
国
の
条
に
、

貢
道
由
鴨
緑
江
、
歴
遼
陽

・
廣
寧
、
入
山
海
開
、
達
京
師
。
又
中
国
漂
流
人
口
至
本
国
者
、
量
給
衣
量
送
回
。

と
規
定
さ
れ
、
ま
た
清
代
に
お
い
て
も
嘉
慶

『大
清
会
典
』
巻
三

一
に
、

朝
鮮
貢
道
、
由
鳳
凰
城
至
盛
京
入
山
海
関
。

と
あ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
か
ら
鴨
緑
江
を
渡
り
、
中
国
の
東
北
地
域
を
経
由
し
山
海
関
を
経
て
北
京
に
い
た
る
路
程
と
さ
れ
て
い

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

こ
の
よ
う
な
明
代
、
清
代
の
中
国
と
朝
鮮
王
朝
と
の
交
渉
に
つ
い
て
述
べ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

近
年
は
中
国
と
朝
鮮
国
と
の
交
渉
に
関
す
る
歴
史
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
朝
鮮
使
節
の

『燕
行
録
』
に
関
す
る
膨
大
な
記
録
が
林

基
中
編

『燕
行
録
全
集
」
（全

一
〇
〇
冊
、
東
國
大
学
校
出
版
部
、
二
〇
〇
一
年
十
月
／
全
五
〇
冊
、
東
國
大
学
校
出
版
部
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）

と
し
て
刊
行
さ
れ
、
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
使
節
の
北
京
へ
の
上
京
の
記
録
が
上
海
の
復
旦
大
学
文
史
研
究
院
と
ベ
ト
ナ
ム
の
漢
哺
研
究
院

に
よ
り
共
同
編
集
さ
れ

『越
南
漢
文
燕
行
文
献
集
成
』
（中
国
・
復
旦
大
学
文
史
研
究
院
、
越
南

・
漢
哺
研
究
院
合
編
全
二
五
冊
、
二
〇
一
〇

年
五
月
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
陳
朝
時
代
か
ら
後
黎
朝
、
西
山
朝
、
既
朝
に
か
け
て
の
人
○
種
に
近
い
記
録
の
存
在
が

明
ら
か
と
な

っ
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
と
朝
鮮
の
み
な
ら
ず
、
近
世
の
東
ア
ジ
ア
世
界
の
交
渉
に
関
す
る
研
究
環
境
は
大
変
良
く

な
っ
て
き
た
。
本
書
が
こ
れ
ら
の
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
礎
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

二
〇

一
三
年
五
月

近
世
中
国
朝
鮮
交
渉
史
の
研
究
◆
目
次

序序

章
一　

緒

一百

朝
鮮
王
国
の
北
京
へ
の
使
節
派
遣
・

第

一
部
　
朝
鮮
使
節
の
北
京
へ

第

一
章
　
衰
崇
換
と
朝
鮮
使
節

本
書
の
課
題

松

浦

一　

緒
　
一百

章

四 三 二

朝
鮮
朝
貢
路
の
変
更

朝
鮮
使
節
の
見
た
衰
崇
換
・

小
　
結

の
道
程
―
―
赴
京
使
に
よ
る
交
渉
全

）

28  25  20  19



五四三二一雲

緒
早

朝
鮮
使
節
の
記
録
に
見
る
北
京
の
会
同
館

明
代
の
会
同
館

清
代
の
会
同
館

会
同
館
に
お
け
る
諸
行
事

小
　
結

補
四 三 二 一

小 智 智 緒
雨

朝
鮮
使
節
が
宿
泊
し
た
北
京
の
智
化
寺

一一言

化
寺
と
王
振

化
寺
と
朝
鮮
使
節

第
三
章
　
朝

一　
緒
　
一言

四 三 二

鮮
使
節
の
客
死

朝
鮮

朝
鮮

小

使
節
の
北
京

へ
の
行
程

使
節
の
客
死
と
清
朝
の
対
応

結

49  47  37  32  3ユ

31

第
二
部
　
朝
鮮
情
報
か
ら
見
る
中
国
―
―
赴
京
使
に
よ
る
交
渉
全
３

五四三二一空
小 朝 朝 明 緒

早

結穫穫喬言明

56  54  53  53

朝
末
期
に
お
け
る
朝
鮮
使
節
の
見
た
北
京

お
け
る
朝
鮮
使
節
の
朝
貢
路

節
の
見
た
明
朝
末
期
の
北
京

節
の
見
た
後
金

・
清
の
動
向

第
二
章
　
清
代
朝
鮮
使
節
の
台
湾
情
報

。
林
爽
文
の
乱

69  63  58  58

58

一　

緒
　
一言

四 三 二

清
代
清
代
台
湾

の
林
爽
文
の
乱

小

　

結 朝
鮮
使
節
の
得
た
林
爽
文
の
乱
情

第
三
章
　
朝
鮮
国
に
伝
え
ら
れ
た
康
熙
帝
の
計
報

一　

緒
　
一言

一
一　
康
熙
帝
の
遺
詔
と
充
正
帝
の
登
極
詔

〓
一　
清
朝
朝
貢
国
に
伝
わ
っ
た
康
熙
帝
の
計
報

91  89  83  74  73110  105  99  99120 115 114



五  四

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
康
熙
帝
の
遺
詔
と
薙
正
帝
の
登
極
詔

小
　
結

第
四
章
　
乾
隆
太
上
皇
の
死
と
朝
鮮
使
節

一　

緒
　
一言

一
一　
嘉
慶
四
年
の
朝
鮮
使
節

〓
一　
乾
隆
太
上
皇
の
遺
詔

四
　
小
　
結

第
二
部
　
中
国
漂
着
朝
鮮
船
と
朝
鮮
漂
着
中
国
船
―
―
海
路
に
よ
る
交
渉
全
）

第

一
章
　
明
代
中
国
に
漂
着
し
た
朝
鮮
船

四 三 二

緒
　
一言

明
代
に
お
け
る
朝
鮮
船
の
中
国
漂
着

万
暦
三
十
九
年
台
州
漂
着
朝
鮮
漁
船
に
つ
い
て

小
　
結

一　

緒
　
一言

一
一　
朝
鮮
王
朝
時
代
に
お
け
る
漂
着
中
国
船
の
事
例

134 125151 143 138 1舒

〓
一　
清
入
関
後
の
明
船
の
漂
着
を
め
ぐ
っ
て

四
　
「
漂
人
間
答
」
に
つ
い
て

五
　
小
　
結

（影
印
〉
漂
人
間
答
　
附
　
思
涎
吟
味

第

三
章
一　
緒

169 164 156 155

清
末
上
海
沙
船
の
朝
鮮
漂
着
に
関
す
る

一
史
料

155

一
一

『各
司
謄
録
』
所
載
の
漂
着
中
国
帆
船

〓
一　
漂
着
船
の
記
録

空 第 四
緒章 罫 小

174 1門

黄
海
の
交
渉
史
―
―
海
路
に
よ
る
交
渉
全
５

天
啓
期
に
お
け
る
毛
文
龍
占
拠
の
皮
島

1路

毛
文
龍
の
皮
島
占
拠

四  三

毛
文
龍
支
配
下
の
皮
島

小
　
結

210 2115 199 186240馴 融 剛

翔

258 251 246 別5

郷



一章
　
康
熙
盛
京
海
運
と
朝
鮮
賑
済

緒
　
一言

一
一　
康
熙
盛
景
海
運

〓
一　
清
朝
の
朝
鮮
賑
済

四
　
小
　
結
・

第
三
章
　
清
末
山
東
半
島
と
朝
鮮
仁
川
と
の
帆
船
航
運

一　
緒
　
一言

四 三 二

清
代
山
東
沿
海
の
航
達

光
緒
十
年
朝
鮮
仁
川
入
港
の
中
国
帆
船
と
山
東
姻
台
と
の
航
運

小
　
結

終
　
章
　
近
世
中
国
と
朝
鮮
国
と
の
交
渉
史
の
意
義

初
出

一
覧

跛中
文
要
旨

索

　

引

猜 朋 朋 %1

%1

閉1 280 278 278

278

近
世
中
国
朝
鮮
交
渉
史
の
研
究

293



序

垂早
一　

緒
　
一百

中
国
と
朝
鮮
国
の
交
渉
の
歴
史
は
、
朝
鮮
王
朝
の
始
祖
李
成
桂
が
、
明
朝
の
洪
武
帝
か
ら
冊
封
を
受
け
た
時
か
ら
始
ま
る
。
明
の

万
暦

『大
明
会
典
』
巻

一
〇
五
、
朝
貢

一
、
朝
鮮
国
の
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

［洪
武
］
二
十
五
年
、
李
成
桂
代
王
氏
、
請
更
其
國
琥
、
詔
更
琥
朝
鮮
、
永
楽
初
賜
印
詰
、
自
後
毎
歳
聖
節

・
正
旦
、
嘉
靖
十
年
、

外
夷
朝
正
旦
、
倶
改
冬
至
。
皇
太
子
千
秋
節
、
皆
遣
使
奉
茶
朝
賀
、
貢
方
物
ヾ
其
餘
慶
慰
謝
恩
無
常
期
。
若
朝
廷
有
大
事
、
則

遣
使
頒
詔
於
其
國
、
國
王
請
封
、
亦
遣
使
行
灌
、
其
歳
時
朝
貢
視
諸
國
最
鳥
恭
順
。

高
麗
国
王
の
王
氏
に
替
わ
り
建
国
し
た
李
成
桂
は
、
洪
武
二
十
五
年
八
〓
二
九
一α

に
明
朝
の
洪
武
帝
に
国
号
を
改
め
る
こ
と
を

要
請
し
、
洪
武
帝
か
ら
朝
鮮
の
国
号
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
永
楽
初
期
に
朝
鮮
国
王
と
し
て
の
印
綬
と
詰
命
を
受
け
て
、
明
朝

の
朝
貢
国
と
な
っ
た
。
そ
の
朝
貢
は
、
毎
年
の
皇
帝
の
誕
生
日
い
正
月
元
旦
、
そ
し
て
皇
太
子
の
千
秋
節
を
祝
賀
す
る
た
め
の
使
節

を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
る
。
正
旦
節
は
嘉
靖
十
年

（
一
≡
二
こ

に
冬
至
節
と
改
め
ら
れ
た
が
、
使
節
派
遣
が
継
続
さ
れ
、
中
国
に

と

っ
て
朝
鮮
国
は
友
好
な
隣
国
で
あ
っ
た
。

朝
鮮
国
の
使
節
は
、
『大
明
会
典
』
巻

一
〇
五
、
礼
都
六
三
、
朝
鮮
国
の
条
に
、
「貢
道
由
鴨
緑
江
、
歴
遺
陽

・
廣
寧
、
入
山
海
開
、

達
京
師
」
と
あ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
国
の
都
か
ら
陸
路
に
よ
り
鴨
緑
江
を
越
え
、
渤
海
沿
海
の
地
で
あ
る
遺
陽
や
広
寧
を
経
て
山
海
関
　
３



に
い
た
り
、
中
国
の
都
に
達
し
た
の
で
あ

っ
た
。

清
代
に
な
る
と
嘉
慶

『大
清
会
典
』
巻
三

一
、
礼
部
、
凡
入
貢
各
定
其
期
の
条
に
は
、

朝
鮮
毎
年
四
貢
、
於
歳
秒
合
進
。
琉
球
間
歳

一
貢
、
越
南
二
年

一
貢
。
四
年
遣
使
束
朝

一
次
、
合
両
貢
並
進
。

と
あ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
国
の
場
合
、　
一
年
に
四
回
の
朝
貢
が
認
め
ら
れ
、
琉
球
や
越
南
の
二
年

一
貢
に
比
較
し
て
も
特
別
扱
い
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
中
国
と
朝
鮮
国
と
の
交
渉
の
歴
史
は
ど
の
よ
う
で
あ
つ
た
か
を
課
題
と
し
て
本
書
で
述
べ
た
い
。

一
一　
朝
鮮
王
国

の
北
京

へ
の
使
節
派
遣

清
朝
中
国
と
朝
貢
関
係
に
あ
っ
た
朝
鮮
王
国
は
、
王
都
か
ら
北
京
へ
使
節
を
派
遣
し
た
。
清
朝
と
朝
鮮
国
と
の
朝
貢
関
係
に
つ
い

て
先
駆
的
な
業
績
を
あ
げ
た
の
は
全
海
宗
氏
や
張
存
武
氏
で
あ
る
。
と
り
わ
け
台
湾
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
の
張
氏
は
、
清
国

と
朝
鮮
国
と
の
朝
貢
関
係
を
朝
貢
貿
易
の
視
点
か
ら
分
析
し
、
朝
鮮
使
節
の
清
国
へ
の
派
遣
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
貿
易
の
形
態
を

「使
行
貿
易
」
と
し
て
捉
え
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
国
境
付
近
で
行
わ
れ
た
貿
易
に
関
し
て
は

「辺
市
」
と
し
て
扱
い
講

究
し
た
。

朝
鮮
使
節
団
の
構
成
に
関
し
て
、
清
朝
の
規
定
で
あ
る

『大
清
会
典
』
に
よ
れ
ば
、

朝
鮮
貢
使
、
正
副
使
各

一
員
、
以
其
國
大
臣
或
同
姓
親
貴
稀
君
者
、
充
書
状
官

一
員
、
大
通
官
三
員
、
護
貢
官
二
十
四
員
、
徒

人
無
定
額
、
賞
額
凡
三
十
名
。

と
あ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
国
の
朝
貢
使
節
は
正
使
、
副
使
、
書
状
官
が
各

一
名
、
大
通
官
が
三
名
、
護
貢
官
が
三
四
名
と
合
計
三
〇
名

が
規
定
の
人
員
で
、
従
者
に
関
し
て
は
定
数
が
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
朝
鮮
国
側
の
事
情
は
ど
の
よ
う
で
あ

つ
た
ろ
う
か
。
朝
鮮
国
王
純
祖
の
人
年

（
一
人
〇
八
）
頃
に
完
成
し
た
と

い
わ
れ
る

『万
機
要
覧
』
財
用
編
五
、
燕
使
に
、

仁
祖
乙
酉
、
因
勅
諭
、
井
冬
至

・
聖
節

・
正
朝
及
歳
弊
、
月

一
行
、
毎
年
六
月
都
政
差
出
。
而
都
政
雖
差
退
、
必
於
六
月
内
差

出
。

と
あ
る
。
仁
祖
二
十
三
年

（
三
ハ
四
五
）
に
清
朝
皇
帝
の
勅
論
に
よ
り
、
朝
鮮
王
朝
で
は
冬
節

・
聖
節

・
正
朔
の
使
節
、
翌
年
の
派

遣
に
備
え
前
年
の
六
月
の
う
ち
に
員
数

・
人
選
を
決
定
し
て
い
た
。

北
京
に
派
遣
さ
れ
る
人
員
は
次
の
人
々
で
あ

っ
た
。

正
使

一
員
　
副
使

一
員
　
書
状
官

一
員
　
堂
上
三
員
　
上
通
事
二
員
　
質
問
通
事

一
員
　
次
上
通
事

一
員
　
歳
弊
領
去
官
三
員

歳
弊
米
領
去
官
二
員
　
方
物
領
去
官
七
員
　
清
學
新
近
兄

一
員
　
偶
語
別
差
員
二
員
　
警
員

一
員
　
窮
字
員

一
員
　
書
一員

一
員

日
官

一
員
　
軍
官

一
員
　
彎
上
軍
官
二
人
　
御
警
員

一
員

こ
れ
ら
が
主
要
な
人
員
で
三
三
名
と
な
り
、
定
例
の
朝
貢
の
使
節
団
の
定
員
で
あ

っ
た
。
他
に
特
別
な
場
合
に
は
別
請
訳
官
が

一
、

二
名
や
別
遣
訳
官
が
加
わ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

こ
の
他
に
、
こ
れ
ら
の
定
員
を
補
佐
す
る
業
務
の
人
々
が
い
た
。
そ
れ
は
、
「
畔
卒
　
軍
牢
　
奴
子
　
駆
人
」
な
ど
で
あ

っ
た
。

駅
卒
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、　
　
　
　
　
　
　
　
．

杏
文
馬
頭

一
名
、
方
物
馬
頭
二
名
、
歳
弊
馬
頭
二
名
。
正
使
書
者
馬
頭

・
左
牽
籠
馬
頭

・
乾
根
馬
頭

。
日
傘
奉
持
各

一
名
、
引

路
二
名
、
輸
子
扶
喝
四
名
、
厨
子
二
名
、
書
状
官
書
者
馬
頭

・
左
牽
籠
馬
頭
各

一
名
、
首
堂
上
馬
頭

一
名
、
以
上
雨
西
駅
卒
帯

去
。

と
あ
り
、
駅
卒
だ
け
で
三
二
名
に
の
ぼ
り
、

章
　
　
　
軍
牢
、
安
州

・
義
州
各

一
名
。
奴
子
、
正
使

・
副
使
各
二
名
、
書
状
官

一
名
、
堂
上
詳
官

。
上
通
事

・
掌
務
官

・
窮
字
官
各

一

序
　
　
　
名
。
軍
官

・
中
堂
上
各

一
名
、
御
警

・
別
啓
請

・
別
遣
各

一
名
。
駆
人
、
畢
馬

・
卜
刷

・
刷
馬

・
自
騎
馬

・
私
持
馬
、
皆
有
駆
　
５



釜山

武清

武宗実録

普陀山

福建 (省 )25,67.103,134,164,198,267.
268.275,279

福建人

福建籍

筆

青田県

撫寧県

分類紀事大綱

131

90

160

126,127

料
磯

99,100

288

48

106

64

132

261,268-271

58,77,79,81

平島  23,82,247,253～ 255→皮島も見よ
Jヒデえ   10,19,20,27,33,34,36,40,42,48,

56,58,62,64,65,67F4～ 76,79,85,89,

90,108,109,137,139,142,159,168,193

房U資官                            38,49

北極寺

ホンタイジ

毎日紀

別遣訳官

別請訳官
ベ トナム

覇寺JH力痣    11,19,20,22,27,73,74,76,88,

91,99,245,257.296

満斗島

満文老枯

明史

明史紀事本末

明実録

明清史料

ベトナム使節            lo
辺市            ‐

  4,8

鳳凰城

崩御

奉使安南水程日記

豊潤駅

豊潤県

包世臣

奉天

蓬末

朴葬叙

北館

朴趾源

朴思浩

戊午燕行録

舗商

渤海

40

91

131

235,286

90,250

み

31,74,83,84

86

156

163

5

5

.   1,10

む

夢経堂日史編            46

め

ほ

59,250

132,133

33

82

62,65～69

175

269

279

76

34,35,40,49

44

45

137,139,145,152

48

11,25,73,81,89,91

明宗実録

も

蒙古

毛光潤

蒙古館

毛大将軍海上情形

陽波朝天日録

賓苔官

茶州

羅宜素

李墳

李衛

李亦賢

李漢隊

李基憲

李宜顕

乾

陸国相

李鴻章

李坤

李在協

李自成

李相動

李昌謀

李之湊

李世華

李成桂

李選

李祖源

李大

李大梃

李鎮復

樫島

李徳慧

李芥

李高選

柳赫然

柳洞

劉創

琉球

琉球館記

琉球使節

劉恒

龍川

流賊

245,246,251,252,254,258,259

毛文龍 21,22,26,245～ 251.253,254,256
-259,296
モンゴル族

問情別単

ゆ

楡関 (姑 )

盆漢譲

盆彦飼

37

105,106,110

247,255,259,279

89

200-202
67

127

168

45

40

27.28

87

240,280,291

44

108,110

88,187

193

126

192

273

3,19,73

197

139,148

164,168

169

105,106,110

281～283

41

74

120

190

76

100

4,48,67,69,124

45

45

54

251

88

よ

勁匿]E石F   l18,119,124,125,127,129,130,

133,134

妖賊             88
陽村先生文集           33

天命

河

柳

達

遼東 (半島)19,20,22～ 25,28,61,73,76,
81,91,245,246.253,254,257-259

54

240,295

64,69

108,110

44

稜島→皮島

進東郡司

遼東湾

遼寧省

進陽

諏 口

林寅観

林幹沫

林爽文

麟坪大君

琉璃廠

礼部

索 BI

38,55

264

164

74,75

58,240

3,74,76

24,263

195-197,202,203

46

99-101,103-107,110
38

る 。れ

48

6.41‐ψ43,48,67,105,116,146,148,149

老稼斎燕行日記

鹿仔港

鹿耳門

鹿島

禄米胡同
ロシア使節

鷹錠

呂東植

呂裕吉

麟

倭寇

ろ

39

109

101

254

54,57

38,40～43,46,49,56

198

63.64,69

74

わ

131

155



端宗実録

地安門

智化寺

竹望

智順王

茶

中江

沖斉先生文集

中山王朝

中山世請

中宗実録

朝京日録

張継善

趙憲

朝貢

張行

張洪質

長山島

潮州籍

長城

澄清坊

鳥船

朝鮮王朝実録

朝鮮館

朝鮮漁船

朝鮮使節

朝鮮船

朝鮮人参

朝鮮漁人

張廷路

朝天航海録

朝天日記

朝天録

趙復陽

張鵬雲

丁有伝

朝陽門

長産塩法志

陳慰使

陳賀兼謝恩使

鎮江 (堡 )

ち

43

11,38,53,55-57

102

90

48

261,269-273

35

114

123

160,161

81,87,89-91

254

36

37,43,48,173,188,191

270

…               86

82

288

27

36,42

204

12,156,183,200,205

44

156

19,33,35,38-42,44-48

12

7,86,87

165,167,169,170

40

83,86

36

35

190

22,254

257

38,39,55,57,78,82

266,270

89

64

246,248,253,258

青島

沈廷芳

陳得

通事

通州

通信使

正ヨ】t会自貫年    10,47,48,58,59,63,76,174,

175,183,186,293

対馬

教賀丸

280

54

203

87

36,62,65,82

9

世

経

経

氏

郊

郊

郊

程峻

鄭大和

郊致和

鄭半原

丁有偉

鄭進

定遼衛

鉄山

鉄山嘴

天啓帝

天順帝

131,133

286

12,196,197

22,74,81

205

102

37,188

189,190,192-195

89

258

76

74

77

21,76

83～ 85

54

東江始末

東江米巷

冬至

塗トロニtt    45,74,80,89,107,109,120,139

東史約              247
Eと州1   20,23,28,77,79,85,247,255,256,

259,263,264,274,279

堂上官               8
冬節                 5

天指自     255,256,264,265,267.268,270,

271,274

天津衛

天津条約

天地会

伝訃使

田文鏡

騰黄刊刻

東館

薫宜叶

登極詔

堂下官

東江

陶岱

同文彙考  10,99,105,106,108,174,175,

183.186.240,268.273.274.294

21

46

108,110

同文彙考補編

徳川幕府

徳川吉宗

徳州

土木の変

豆満江 (図個江)

豊臣秀吉

263

291

100,103,104

121,134

278

116,134

36

127

127,129,130,134

8

247

寧遠衛・寧遠城

寧古塔

寧波

寧波船

貝和諸

馬仁軒

八包

林羅山

馬有才

万機要覧
)ヽ ングル書写本
ハングル文字

潜紹文

東シナ海

肥後丸

263-266.271-274

内務府

長崎

長崎実録大成

那彦成

那覇

南館

南宮

南京

南京船

南小館

南沢口

南明

日本

任承恩

ヌルハチ

寧遠

120

114

115

78

54

13,294

169,170.268

索 号I

24,27

205

126,159

240

269

237,239

7

251,252

256-258

5,6

139,143,145,152

137

127

11,69

286

な

40

128,133,134,199,126

125

64

69

34,35,37,40,41,44-46,49

54

32-34,198
126,127,130,131

44

82,83

134,187

:こ

187,291

101,102

ぬ

245,250,252,254

ね

20,21,23,27,80,89

皮島(根島・平島・稜島) 21,22,79,82,
245,247-249,251,253,296

胡ヨ受巳膏可889飛         234,240,256.258,295

漂海録

漂漢問情別単

馬毅

漂メ、FRl宅争   12,199,200,202,204,205,210

漂人問答別単           295
召詈泉多  12,155,159,163,173,175,176,184,

185,234,295

苗珍実

廟島

表文

漂流

漂流人

間聖徹

開鎮遠

赴燕日記

福康安

副師

福州

赴京使

155,169

295

117

186

79

148

11,173,174

192

63

38,55,56

イい

45

101,107,109

4

69,118

10,11,76,293,294



山東籍

山東半島

三藩の乱

し

四夷館

市易

段と言己

紫禁城

時憲暦

事大

芝呆

芝呆港穀物商況

芝呆ノ商業習慣及例規

291

19,20,23,28,76,81,278

116

46

i ,48

278

56

105,110

173,191

286,288,291

284

287

148

67

8,84,108,110

63

126,236.238-241

100

i ,11

i ,105

237,239

237.239

12,261,268

197,272,273
・4

148

116

63

134

33,144

39,42,43,46,53,57

104

89,90

101,103

102,104

i,12

238,240,241

86

254

85

103,106,197,198

杏文

耳目官

謝恩使

謝恩副使

上海

朱一貴

用岬

従人

鉦正源

鉦正豊

粛宗

粛宗実録

従者

首訳官

ジュンガル

純祖実録

順治帝

順天府

順天府志

彰化

尚可喜

彰化県

彰化県誌

丞救

藩源茂

刀ヽ甲

常山島

請氏

淳州

淳州人

常青

承政院日記

小通事

上通事

上馬宴

部武郡

召卜武府志

徐慶淳

徐継仁

女姑口

書状官

100

103,107

192,200,204,205,273

105

86

47

25

25

46

86

280

書籍

徐長輔

徐能輔

徐文重

徐有聞

諸羅県

震垣識略

進賀使

新館

清軍

清史稿

清実録

仁川

仁祖

仁祖実録

神宗実録

心田稿

信牌方記録

沈若園

藩陽

藩陽城

崇禎実録

崇禎帝

崇文門

図画

墨

4,45,64,74,84,108,137,139,148,152

48

45

64

8,38

137-139,148,152

101,103,104

46

27,63

42,49

90,91

54,100

122,128,130

13,280,283,284,286,291,296

84,86,88,89,91

21,63,76,79,80

162,163

45

125

127

7,76,148,257

75

す

21

85,89

78

48

48

西館

た義

旋義県

盛京

盛京通志

正朔

西山朝

正使

成至善

青州

聖節

青荘館

成宗実録

正祖実録

聖祖実録

せ

36,41,43,44

176,177,179-182

186,198

61,262,263,265,267-270

264,267

5

1,10
4

191

78,279

5

41

158,159,169

105,107,108,138,147,151

115,262,264-266,269,273-275

そ

漕運全書

桑額

宋克訊

宗家

創興盛京海運記

曾勝

奏請使

増補文献備考

ソウル→漢城

続雑録

続修台湾県誌
即墨県志

蘇州

祖承訓

祖大寿

祖大楽

孫承宗聖祖仁皇帝御製海神廟碑文     267
聖祖仁皇帝御製文集第二集 267,274,275
正旦節

正統帝

生番

正陽門

石城島

石多山

石島

索 号I

265,266,271

264

80

131-133
267,275

193,202,203

86

261

23,26,27.248-250

103

279

126,134,186

28

28
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